｢第5回　若者就労支援研究会｣議事録
· 日時：平成18年11月7日（火）　午後7時から午後9時まで
場所：県民交流センター　ミーティングルーム３、４
· 出席者（順不同）

三重大学　人文学部　石阪

三重大学　大学院生　福島
三重県教育委員会　高校教育室　進路指導入試グループ　加藤

若者就業サポートステーション・みえ　中川、生木

市民ネットワークすずかのぶどう　佐藤

三重県社会福祉協議会　北出

三重県こころの健康センター　岩樋

わかば共同作業所　三輪
三重県　企画室　柏木

松阪市市民活動センター　米山

いせ市民活動センター　浦田

みえ市民活動ボランティアセンター　三好

こころの医療センター　引きこもり当事者会　ボランティア　樋口

おしごと広場みえ　奥山、平岩

勤労・雇用支援室　濱條、福島、宇佐美

NPO室　若林、堀木

寺子屋プロジェクト　井上、岡嶋、大矢、永野、草川、吉田

個人参加　１名

（司会者）

ガイドブックの進行状況、親向けセミナーのこと、それから、今日の一番のメインになるんですが、５番目の（事項書より）中間ふりかえりグループワークというのを、今日は１時間予定をしております。

それで、先回、検案事項として挙げられました、研究会の規約についてということで、入っているんですが、実際にこの研究会でどういうふうに、これからアクションを起こしていくのかというような議論を、これからしていかないといけない重要な項目だとは思うのですが、今日は５番目のふりかえりを重点的にやりたいということで、規約については、次回まわしにさせていただくことになると思います。
それから、最後に次回の日程の調整ということになります。事項書に沿って、進めていきたいと思います。

議事録と写真等の内容につきましては、遊休人財活性化プロジェクトのホームページで公開をしていきますので、ホームページご覧になった方は手を挙げていただけますか？　みなさんご覧いただいでますね、はい、ありがとうございます。写真で、ちょっとこれは出してほしくない、ということがありましたら、遠慮なく言っていただければと思いますので、よろしくお願いします。
そうしましたら、順番にいきたいと思います。資料一覧、資料の確認です。

まず、今日の事項書、それから、今映し出していますパワーポイントのスライドの資料、それから、次が研究会の中間振り返りシートのまとめ、これは、先回、アンケートというかたちで、帰りに書いていただいたものを集約したものです。それから、関係者様各位というので始まる資料、これは、ガイドブック作成の関係の資料です。それから、第4回議事録、それから、新聞記事ですね、これは、10月13日の中日新聞の就労体験の関係の記事のコピーです。それから、26日に予定している、親向けセミナーの案内チラシ、それから、就労体験プログラムの参加者募集のお知らせ、と以上になります。もれがある方はおっしゃってください。よろしいですかね。
それから、ホームページのWEBの資料ですが、いままで紹介したものを、今回はまとめて全部載せてみました。このあたりの情報も、ガイドブックに反映させていくというようなことで、是非、こういういいWEBがあったよというような情報は、どんどんこれからもお知らせていただけると、ありがたいです。

そして、新聞記事の資料は、一応ここには3つ挙げましたが、10月3日のというのと、これは、就労体験の告知の三重版に載ったやつですね、それから、28日の朝日新聞の朝刊の生活欄に載った「ニート自立へ市民ら奔走」というこの記事を、今から回覧をします。もし、必要な方がいらっしゃいましたらコピーをします。
· 前回までのふりかえり　＜前回までの概略＞

（司会者）
第１回：ネットワークとして、どんなふうにやっていこうかというようなことの概略をお話しして、参加されるみなさん方への役割等をご説明させていただきました。
第2回：三重大学の石阪先生に、調査報告のほうのご説明をいただいて、それで、9月18日のキックオフイベントの企画作りをワークショップのかたちで行いました。
第3回：は、ガイドブックの作成に向けての実行委員会へのお願いということと、それと、育て上げネットの工藤さんに来ていただいて、団体の運営面のお話しを伺いました。それで、18日にキックオフイベントを開催しました。

第4回：ふりかえりを主に開催しました。
＜目標について＞

· 就労支援という目標が、第一
· それに対して、共通認識を作っていくこと

· 社会に向けて発信していくこと

· 具体的に、こういろいろ事業をやりながら、進めていこうと、ネットワークを構築していくこと
この研究会の目標ということですね。具体的なアクションについても、前回と変わりません。具体的に親向けセミナーの話は後ほど、ご説明をさせていただきます。
· ガイドブック作成の進捗状況　岡嶋

はい、ガイドブック制作担当の岡嶋です。第1回目に、ガイドブック制作委員会を開いたときに、議事録をメーリングリストに中途半端に載せてしまいまして、メーリングリスト上でかなり修正をされまして、みなさんにご迷惑をお掛けしました。申し訳ございませんでした。それでは、いままで、進んできたところをご説明致します。

関係者様各位って書いた2枚つづりのプリントがあるんですけれども、実際に、取材員を大学生のみなさん、それから、委員のみなさんから募集して、今のところ決まっている取材先の団体さんに取材に行こうというところに今は、いっています。
その前に、この前に決まった内容を軽く説明しますと、議事録なんですけれども、ガイドブック制作　第１回実行委員会の議事録ということで、本の中で紹介する団体をどう絞るかということで、まずは就労支援がメインであろう、という部分。それから、心のケアを扱っている団体さんも取り上げていきましょうということになりました。他にも、教育、引きこもり、もしくは、親のサポート団体とかいろんな分野があるんですけれども、まずは、この委員会・研究会で、顔の知り合った仲間で、ちゃんとしたネットワークを作るという意味でも、10数団体、多くても20団体くらいに絞ったほうがいいでしょうという話になりました。それで、紹介団体をどのように分類するか、ということで、まずは、NPO、民間団体と行政とか、公共施設といったような、民間と行政、もしくは、民間と公共施設みたいな感じで、まずは割り振っていきましょうということです。
あとは、支援内容別、もしくは、対象者別、もしくは、市町村別ということで、分かりやすくまとめてみましょうか、ということになりました。

それで、3つ目の目次構成（案）なんですけれども、これはあくまでも、決定ではありません、まだ。ずらっと挙げてみてですね、今後検討していくなかで、追加、もしくは、削除したり、変更する部分があると思います。一応、目次構成を言いますと、

1.あいさつ、寺子屋プロジェクトの井上さん、あいさつ文があって
2.ガイドブック活用方法、これは、このガイドブックは、こんな趣旨で作りました、とみなさんにこんなかたちで、お役に立てればいいですみたいな、活用方法ですね。
3.早見一覧表、これは、マップとそれから、各団体の番号に照らし合わして、この団体さんはこの地図上で、この辺りにありますというような、それから、その団体さんはこんなサービスがあります、という概略ですね、そういった一覧表を作ります。
4.取り上げた10数団体の団体さんを、見開きで2ページで1団体を取り上げていきます。
5.県内の就労支援機関、ハローワークとかそういった団体さんを、県内でこういったところにありますよ、という紹介。
6..県内の保健センター一覧、これは、各県民局単位あたりであるとお聞きしたので、1回県内であるだけ拾ってみようかな、一覧を作ってみようかなと思います。
7.それから、まだ、了承を得ていなくて申し訳ないのですけれども、県内の社協さんの一覧、社会福祉協議会さんの一覧を作りたいなと思っていますけど、北出さんいかがでしょう、
· きちんと文書等をいただく形になると思いますけれども、依頼文を挙げていただければ、全然問題ないと思います。

· はい、ありがとうございます。作ります。

8.それから、これは、あくまでも案です。全国ジョブカフェ一覧、これは全国に一応おもしろいジョブカフェですとかですね、もしくは、東海地域内でも、いろいろなジョブカフェがあると、お聞きしているので、できたら取り上げてみたいと。
9.それから、取材後スタッフふりかえり座談会、これはですね、東京のガイドマップがあって、そこの一番最後に、作った人たちが一回話し合って、ふりかえりをしているんですね。取材に行ってどうだったか、作ってみてどうだったか、現状の問題点とか課題点とか、いろいろ現場をまわった人にしか見えない、そういった問題点とか、視点を座談会みたいなかたちで、挙げていたので、結構関係者にとっては、非常に勉強になった、参考になった文がいっぱいあったので、三重県でもそれができたらおもしろいかなと思って作ってみました。
10.それから、同じように、スタッフメッセージ一言ずつ。
11.それから、研究会の紹介、この研究会がいつごろどんなかたちで立ち上がって、今こんなかたちで活動していて、これから、こういうことと思いますみたいなことを、決まっている範囲で書こうかなと思っています。
はい、大体このようなページ構成で、今のところ制作の順番としては、これから、掲載する団体さんに一番最初の取材依頼の文書と、それから、以前書いていただいた、調査表と、ページレイアウト、デザイン例を3枚セットで送ろうと思います。本当なら、この場で用意して、この場でお渡しすれば一番早かったんですけれども、申し訳ないことに間に合いませんでした。もうすぐ、出来上がりますので、後日みなさんのほうに郵送されると思います。それから、各団体さんの担当者、もしくは、窓口となる方をあとでお聞きしたいと思いますので、私、岡嶋に教えてください。
この文書を配ったあとで、取材担当の方に、直接アポをとっていただいて、それで、取材をして、現場の写真とか、現場でのご意見を聴いて、そのページに書いてある内容とかを確認させてもらって、もう一度持ち帰ってもらって、それを、こちらでデータ化して、それをもう一度みなさんにお返しして確認をして、確認が取れたらページの内容完成ということになります。一応取材をですね、11月いっぱいまでに終わらしたいので、11月までには、みなさんのほうに連絡がいくと思います。取材が終わったあと、12月15日までにデータ化して、そのあと、みなさんにもう一度確認するというかたちになります。それと、もう1つ、第2回ガイドブック制作委員会を、この会が終わったあとに、30分間一気に詰めますので、興味ある方は是非ご参加ください、よろしくお願いします。
（司会者）
はい、ありがとうございます。ガイドブックの制作について、ご提案とか、こんなふうにというようなことがありましたら、どうでしょうか？　濃密なご意見はこの終わったあとに、実行委員会2回目にご参加いただければと思いますが。

· 私も委員なんですけども、話し合っている最中なんですけど、ここに書いてある団体以外にも、民間の団体で就労支援をしている団体も、できるだけたくさん載せたほうが、いいと私は思うんですよ、それで、その載せかたですけど、今回は結構レイアウトに凝っていて、写真だとか、すごくビジュアル的に素晴らしいものなんですけれども、その方式でいくと、ちょっと、分厚くなってしまうので、巻末にその団体名と電話番号だけ載せるような感じでいいので、載せられないかと思うんですけど、みなさんは、そのあたりはいかがお考えでしょうか？
· 10数団体取り上げたやつを、さらに、文字で検索できるようにということでしょうか？
· そういう意味ではなくて、この団体以外の取材まで行かない団体を、そういったかたちで、団体名と電話番号を、もちろん、承諾を得て、載せるということを検討してもいいと思うのですが、

· それも、これが終わったあとに。
（司会者）そのあたりは、これが終わったあとの委員会ということで、よろしいですか？

· はい、そのお題に挙げておきます。
（司会者）はい、そうしたらですね、この場で全員で情報共有しておきたい内容として、他にあればと思うんですが、サポートステーションの様子とか、生木さん、今までの活動の様子とか、今後の予定とか、是非あれば、PRしていただければと思うのですが。
· 若者就労ステーションの生木です。一応サポートステーションは、毎月、平均60～70人くらいの電話の問い合わせを含めての利用者がありまして、今、現実的には当事者向けのセミナーと保護者向けのセミナーというものを2つやっておりまして、今日、コミュニケーション能力をアップさせるための講座があって、津市内で活動している、YSコミュニケーションという会社の講師の方に来ていただいて、今日は話し方講座をしました。あと、親向けセミナーは、産業カウンセリング協会の太田先生に来ていただいて、保護者向けの傾聴トレーニングを毎月開催しています。以上です。

（司会者）はい、ありがとうございます。
（司会者）就労体験プログラムのほうを。
· 若年無業者就労体験プログラムの進捗状況について　福島
ちょっと、今日、佐々木さんは都合が悪くて、いらっしゃってないので、代わりに
就労体験のほうは、新聞記事にもあるとおり、もう、始まっていまして、現在5人の方が体験を実施しています。体験希望として登録していただいている方が、18人ほどあります。全部で今年度24人の予定なんですけれども、参加していただいている方は、楽しそうにというか、それぞれの課題を抱えていらっしゃいますけれども、ぼちぼちと続けてもらっています。今、佐々木さんのほうで困ってもらっているのが、県内各地からのご希望がありまして、志摩町とかですね、ちょっと、不便なところの方があって、その体験先の確保が難しいことと、ひとりでは寂しいので、グループでという体験それはいいのですけれども、小規模な事業所になると、やっぱり、体験者3人とジョブコーチがついて、4人来てもらうとちょっと困るなというところがあったり、体験する方にとっては、ひとりよりは仲間がいたほうがいい。それが、今課題になっていて、佐々木さんのほうから、各地での体験ということで、ここに参加いただいている団体のみなさんに、体験先としての受け入れのお願いをさせていただくようになるかと思いますので、どうぞ、よろしくお願いします。説明会には、新聞記事が出るたびに結構な数を来ていただくんですけれども、地域的な問題と、それから、なかなかすぐには、参加が難しいかなというような課題がありまして、柿農家での体験の前に、柿狩りの体験をしてみませんか、という呼びかけをしてもらったりして、工夫はしてもらっているんですけれども、いろいろまだ、課題がありますので、今後、みなさんのご協力をよろしくお願いします。
（司会者）

はい、ありがとうございます。あと、私のほうから1点なんですが、四日市情報外語専門学校のほうで、文部科学省の委託事業として、ニート支援のプログラムをということで、10月に2回説明会、募集が始まりまして、そこに8名参加があって、ちょうど11月からプログラムがスタートしたところです。定員は一応20名ということで、事業は始まっていまして、12月にもう1回２次募集というようなかたちで広報などでお知らせをしようということがあります。ちょっと、今日は手元にチラシがないので、また、関心がある方は問い合わせいただければ、後ほどメーリングリストのほうでも、案内は流そうと思いますので、よろしくお願いします。
· 次、４番目の親向けセミナーのほうへ参ります。浦田さんのほうからお願いします。
· 親向けセミナーについて　浦田
· はい、ありがとうございます。親向けセミナーのほうが寺子屋さんのほうから依頼を受けまして、講師のほうをさせてもらいます。
日時：11月26日（日）13時30分～16時30分ですね、この黄色い資料のほうを見てもらうといいかと思います。

場所：じばさん三重　小研修室でやります。
対象：親と家族を対象にしています。本人は呼んでいないです。
定員：20名程度ということにしています。申し込みの方はこれの裏面のほうが、申し込み用紙で、現在の現状というか悩んでいる事とかを書いてもらうようにしています。
· 私講師なんですが、一応いせ市民活動センターで、講師をしていますというとちょっと分かりにくいだろうということで、リベラヒューマンサポートのほうの理事という名前でさせてもらっています。
プログラムの中身ですが、最初に専門家とは書いてもらっているのですが、なるべく専門用語を使わないというかたちで、発達段階のかたちのようなものを少し説明しようかなと思っています。中心になるのがワークショップで、知っている方は知ってると思いますが、目隠しゲームだとか身体を使ったかたちで、行ないたいと思っています。第2部のほうで親等の悩んでいることを語ってもらおうというので考えています。そのあとで、出てきた具体的な話のなかから、どんなふうに接していこうかなというこのあたりで、おそらくですが、純粋なニートという方ではない、例えば、精神疾患なり、なにか、こころの病気をもっているような方もおそらく来る、お子さんがそういう方も来るという可能性もあるので、県内の病院とかの、こういう方は1回病院で診てもらったほうがいいとか、あとは、就労支援のほうに直接行けるような方であれば、おしごと広場や、サポステ・みえ、といった選択肢があります。あとは、NPOなんかでも、そういった就労体験のようなことも、やってるところもあるとか、そのようなことを最後にお伝えしようかなというふうに考えています。これは（「若者の就労を考える親向けセミナー」のチラシ）県内のほうで配られるようなので、あと、11月16日が一応締切になっていますので、もしよければ、宣伝もしていただければいいのではと思います。このかたちはもう出してしまっているので、変えられないのですが、もし、意見とかこういうのがあるといいなというのがあるとありがたいかなと思います。
· （司会者）2回目は？
· 2回目も一応依頼を受けていまして、日にちはまだ決まっていないのですが、1月の終わりか、2月の頭ということで、今のところ日程調整中で、場所は、中勢から南勢地区のどこかでしてもらいたいということで、話を伺っております。
（司会者）親向けセミナーのほうで、なにかご意見ご質問とか、いかがでしょうか。よろしいですか、

· チラシ、まだありますので、配ってもらえるところがあったら、よろしくお願いします。

（司会者）PRをよろしくお願いします。
· 研究会の中間ふりかえり（グループワーク）

（司会者）
はい、そうしましたら、次の中間ふりかえりのほうへ参りたいと思います。先回、アンケートというかたちで、書いて出していただきました、ふりかえりシートというものをですね、それでその集約されたものを今日お配りしてありますので、それを、出していただけますか。
＜設問＞
（１）この研究会で検討すべき課題はなんだと思われますか？
（２）この研究会で自分たちの役割を見つけることができましたか？
（３）就労キックオフイベントに参加された方で、問題点、改善すべき点などお気づきのことがあればお書きください。
（４）研究会でネットワークを構築するにあたり、どのような形で就労支援につなげられると思いますか？
（５）その他、意見や感想などがあればお書きください。
という5つの項目があったんですが、今日、いまからですね、ふりかえりを行ないますが、この人数で一斉にというとなかなか意見を、言いにくいですし、少ない人数でグループワークのかたちで、進めて行きたいと思っています。
＜進める手順＞（グループワークの進め方）

3つのテーマがあるのですけれども、
1：自分が果たしたい役割は？　ネットワークをどう活かしたいか？ということ。
2：研究会で検討すべき課題は何か？
3：ネットワークの構築に向けて何をすべきか？
というふうにこの3つ挙げたのですが、今日の5回目の研究会では、この1番と2番を一応目標に、議論していただければというふうに考えています。で、次のページにグループワークの進め方というふうに書いてあるのを出していただけますか。これから、４つのグループにわかれていただきます。そうですね、１、２、３、４っていうふうに、順番に番号を言っていただいて、それで、１班、２班、３班、４班というふうにわかれていただきますので、まず、じゃあいってみます。

移動する前に、一応そのグループワーク約１時間あるんですけれども、その１時間をどう進めるかということの説明を、先ずさせていただきます。それで、多分６、７人くらいのグループになると思います、１つのグループが。
1：自己紹介と今までの研究会の感想を、「自分が果たしたい役割」「ネットワークをどう活かしたいか？」を含めて一通り、全員が話していただきたい。今日初めての方もいらっしゃるのと思いますので、その方は自己紹介を中心に、していただければと思います。
2：グループごとに進行役と記録係、終わってから発表を簡単に2、3分でしていただきますので、そのおふたりをグループ内で決めていただきます。それで、前回中間ふり返りシートを参考にしながら、これをちょっと、読んでいただくような時間を設けていただくといいかもしれません。

3：今日は主にこれから、この研究会でどういう課題を話し合うべきか、というようなところを中心に、議論をしていきたいと思いますので、一番最初のところですね、1番目の設問に対してのみなさんの、ご意見がいただけました。それを参考にしながら、ここに付箋がありますので、ポストイットをお配りしますので、それに、一応お１人３枚ぐらいを目安にしていただいて、ご自分の意見として、こういうことをこの会で話すべきだろう、というようなことを、一応1人1人、個人の意見をですね、書き出すかたちで、考えていただく時間をとって、書いていただくと。
4：まあだいたい書き終わったなあというようなところで、順番に、それをグループ内で、ひとつひとつ出し合って、模造紙をグループごとに１枚ずつ出していきますので、そこにペタペタはりつけながら、似たような意見が出ればそこへくっつける、というようなかたちで発表していく。
5：それで全員が終わったら、議論に入るわけですけど、一応グループ内で、１つのグループについて、この研究会で話し合う課題を３つに集約をしてほしい。いいですか。それが一応今日のグループワークの目標です。
もし、それも終わってしまって、余裕があるというグループは、次の、先ほど３つありましたけど、これから具体的にどんなアクションをやっていったらいいのかっていうようなことを話し合っていただければと思いますが、１時間ではなかなかそこまでいけないと思いますので、一応ですね、今から丸１時間ですね、午後8時45分までをこのグループワークの時間に取りたいと思います。進行のやり方、それから議論の中身について、ご質問ありますか。よろしいですか。
そしたらですね、今からみなさんにご協力いただいて、会場のレイアウトを変えないといけないんですが、机の上の荷物を取りまとめていただいて、４つの机をくっつける形の島を４つ作っていただけますか。そこの周りを囲むようなかたちで座っていただくというふうでお願いをしたいと思います。よろしくお願いします。
（司会者）１班３つにしてください。ちょっとテーブル足りないんで。４つずつだとちょっと足りないん
で３つずつでお願いします。

（テーブルレイアウト変更）

（司会者）
進行役の方は、まだ決まってないと思うのですが、タイムキーパーということで、45分までに、一応議論を集約させるということをお願いします。それで、A４（A3）の紙、これに一応３枚、１グループずつ、この研究会で話し合うべきその課題について、マジックで分かりやすく書いていただいて、発表に使っていただいくというかたちにしたいと思います。そうしましたら、グループごとに、では始めてください。

（グループワーク開始）
(司会者)
あと、時間が５分となりましたが、ちょっと、５分だけ延長して、50分まで議論していただいて、最終的に集約するのは、多分無理だと思いますので、大体、こんなような意見が多かったですみたいな、ふうでまとめていただいて構いませんので。
（司会者）

はい、どうもお疲れさまでした。そうしましたら、１グループから順番に、どんな様子だったかとうことを発表していただきます。本当に短い時間、大体ワークショップっていうのは最低でも２時間、３時間、４時間取るっていうのが普通なんですね。今日は１時間しかないので、この間に非常に難しい課題について結論を出すというのは、かなりの難題ですので、全然出来てなくて普通ですので、どんなふうに意見交換がされたかということを中心に、その概略を発表していただければと思います。本当は、じっくり発表していただきたいのですが、時間の加減もありますので、一応、２分以内でということで、お願いします。

■各班の発表

（１班）

· １班が一番最初に、話題で、ほとんどこれに時間を費やしたのではないのかというのが、基本的にネットワークの構築というところなんですが、この辺が、ケアマネージャーのような、１人が１人をみるような制度みたいなものがやっぱり必要なんじゃないかな、というような話が中心に、まとまって、1つに、ニートケアマネージャー制度の提案をするといいんじゃないか、というのが１つです。

· あとは、企業の参加がやっぱり必要だろうと。まずはそのために、企業への啓発というのを考えていかないといけないでしょう。そのことが、職場とか、インターンシップというものに繋がっていく、というふうに考えました。

· あともう１つは、実際に当事者として、こういう支援の場にあらわれない人たちだとか、あとはこころの問題という部分は非常に、課題としてあるだろう、ということで、当事者の把握。精神的なものを含めた、ということで、まず、ニートを探せ、ということをやっていく。

　　ということで、以上です。この３つが１班の、３つの検討しなければいけない課題、ということになりました。以上です。

（司会者）はい、ありがとうございます。短くまとめていただきました。じゃあ２グループのほう、準備していただけますか、続けて。

（２班）

· 初めは、ゴールの明確化、というところになります。やはり研究会で、最終的に何を目指しているのか、それからその全体図とか、最終目標を掘り下げること、研究会の将来像、というところが出ました。

· 次に、今ある資源の確認。みなさん今研究会に参加されていて、それぞれの団体さんの役割を明確にする、共有する。それからまた、みなさんそれぞれノウハウを持っていらっしゃると思いますので、それをどのように結びつけていくか、というお話も出ました。そして、各現場での問題点、課題の共有は、実際のところ研究会の中で終わったのかどうか、というところになります。

· ３番目なんですけれども、たくさん貼ってありますけど、具体的な取り組みなんですけれども、この中でも４項目に分かれまして、当事者に対して、そして社会に対して、企業に対して、予防策、というふうに分かれました。実務的な支援ネットワークづくり、そしてそれから、当事者ですね、当事者の方には、段階的にいろいろそのネットワークの活用、そしてその中で、ちょっと飛躍しているんですけど、アクションとして、青年への、例えば、一歩踏み出すために、ちょっと背中を押してくれる存在が必要なので、サポートお兄さんとかサポートお姉さんのような存在のことも、この研究会で話が出来たらなあなどということも出ました。それからあと、具体的な支援を検討していくこと、それから当事者の声を、やはり先ほどの班にもありましたけど、当事者の声を取り入れることが必要なのかな、という意見もあります。そしてですね、やはり、企業さんに対してなんですけど、当事者への理解をどうしていくのか、ということも、やはり重要な課題だということで、意見が出ました。他には、いろいろあるんですけれども、２分経ちましたでしょうか？　どうもすいません、つたない発表でしたけども、ありがとうございました。

（司会者）はい、どうもありがとうございました。

（３班）

· ３班では、こちらにありますようなかたちで、話させていただいたんですが、まず話としてありましたのが、これは支援マップづくりという部分になろうかと思うのですが、いわゆる、現在地から着地点までの間の、すごろくというような表現で、ちょっといろいろ話してたんですけど、そのプロセスというものを整理していって、どこでどういった支援ができるか、ということの整理が必要ではないかという部分の話があったなかで、そのために、内容の充実というふうに書かせていただいておりますが、まずは先ほどの2つの班からのお話もありましたが、当事者の状況、県内各地の状況を把握、実態をつかむ必要があるのではないかと。その当事者の方へ働きかけて、当事者の声として、どうしていきたいのか、どうしてほしいのか、というところを把握した上で、その先を、どの一連の流れの支援策のなかで、すき間となっている部分を洗い出して、ないものについては作っていく、ということが必要になってくるんではないか、という話が出ております。それと、就労という部分であれば、最終的には、企業等々への働きかけ、受け入れる企業を作っていく必要がありますので、その部分で足りないところ、そういったところで、助成金を作るとかですね、そういったことも必要ではないかというご意見がありました。

· 最後に、支援ネットワークとして、支援ネットワークの組織というところでございますが、それについて、やはりある程度、事務局的な機能を持った、ハード的なものが必要という意見もありますし、逆に、ゆるやかな、各団体、支援している団体のゆるやかなネットワークづくりでもあるのではないかという意見もあります。そういったところも、また研究会でも検討していくところではないのかなと思っているところでございます。

　　つたない説明で失礼いたしました。ありがとうございます。

（司会者）はい、どうもありがとうございます。ご苦労さまでした。

（４班）

· グループ4では、3つにまとめたんですけども、１つは現状把握の方法を検討していく。例えば、石阪先生、三重大学のほうで、社会調査の手法を用いて、現状把握をされてきたわけですけれども、各団体、機関さんがもつノウハウを活かした、得意な手法を活かした、現状把握の方法はそれぞれ持ってみえるのではないかと思いますので、例えば、自分のところではこういうことができるよ、自分のところではこういうところが得意だよという情報を共有しまして、現状把握を共有する手法を検討していったらいいのではないかと、これが一点です。
· ネットワークの構築をいうことで、やはり各団体さんの持つ資源の見直しが必要ではないかと、それも検討していくべきではないかというふうにまとまりました。例えば、ガイドブック作成で、取材したときの学生さんたちの声を活かしましたり、データを利用した見直しが必要なのではないかと。例えば、学生さんというのは正直だという意見があったのですけれども、各団体さんを訪問して、ちょうと、こういうところがなとか、ちょっとこういうところを見直したほうがいいのではないかというような、そういう、正直な辛い意見も取り入れながら、もう一度意識面の見直しをして、ネットワークの構築に活かしていったらいいのではないかというのが、第2点です。
· それと3点目としまして、支援の出口への働きかけをしていく。支援の出口といいますと、やはり就労支援ですので、企業への訴えかけだと思うのですけれども、現在としましては、やはり、この研究会の方向性がしっかり持つときまでは、やはり企業さんの参加は時期を見なければならないというふうに、グループ４では出てまいりました。ですので、その前の段階として、研究会の成果をどう、企業さんもしくは、県民に広報していくか。例えばですね、キックオフイベントをいうとても本当に大きな成果があるわけですけども、こちらをどう広報していくか、やはり、企業、もしくは県民への、社会の固定観念をくつがえす、若年無業者等に対する偏見、固定観念をくつがえしていく必要があるので、その広報をしていくべきではないかというふうに話合われました。以上、その3点です。

（司会者）はい、どうもありがとうございます。お疲れさまでした。
（司会者）みなさん、どうもお疲れさまでした。なかなか全体で話し合うってなると、意見をすり合わせたり、ぶつけたり、というようなことがなかなか難しいと思うのですが、こうやって少人数で話し合ったほうが、やっぱり集約されていくといいますか、方向性がだんだん見えてくるのかなというふうに感じるんですね、いかかでしょうか。今日やってみての感想というか、どなたかちょっと、おっしゃっていただければ、いかかでしょう。

· 自分では、まあまあ参加していたほうかなと思っていたんですけれども、やっぱり今ある資源っていうのは、当初から比べると、さらに広がってるとも思うし、あと、できるような支援のかたちというのは、結構いっぱいあると思うんですね。その全体像というのが、今回、いろんなかたちで見させてもらって、まだまだわからない部分もいっぱいあるし、支援できるかたちの全体像というのが欲しいなあと思いました。そうしたら、今集中するべきところはここだよね、と指をさせて、みんなで言いやすくなるので、そういう全体的な機能が、機能表が欲しいと思いました。

（司会者）はい、ありがとうございます。他、いかがですか。これだけ言っておきたい、という。

· この４日の日ですね、東京の工藤さんの「育て上げネット」を見学に行きまして、それから、工藤さんのお父さんがやってらっしゃる「自立塾」、それから、その援助センター、自立援助センターのほうを見学に行ってきました。

　それぞれ見るんですけれども、みなさんこの順序って言っているんです。順序はあるんだろうなと思っていても、どういう順序かがわからないという。だから、ネットワークがこうやってできていても、その一連の流れでっていうけれども、それはどういうふうに進めていっていいのかが、情報があって、その専門家がいるんだけれど、それをどう利用していっていいのかがわからないという。これだけみなさんが一生懸命議論していただいて、私も参加していてなんですけど、そういう部分に、もったいないなという気持ちがしてました。

　東京へ行って初めて、サポートステーションと、それからNPOの「育て上げネット」と、その違いがわかったかな。話を聴いていてもよくわからなかったり、という、それが実際の、そのひとりひとりのニートの人たちとかに繋がっていけるような、もう少し身近なものになっていけたらいいかなって思いました。

　なんか、すいません、よくまとまってなくて。

（司会者）いえ。はい、ありがとうございます。他いかがですか。

（司会者）
はい、じゃあ時間も、予定時間を過ぎておりますので、今日はこれで終わりたいと思いますが、本当に短い時間でしたので、課題のその、優先課題を煮詰めていくというのは、なかなか難しかったと思うのですが、研究会はこれからも進めていきますので、このようなことが大事じゃないかというご意見はどんどん、これからも伝えていただきたいと思いますし、また、今回、積み残しの課題として、その、具体的にじゃあこれからどうしていくの？　という部分ですね、この研究会としての規約というかルールみたいなものをつくっていく必要がある、というようなことは今、挙がっているんですけど、そういうことも含めて、また次回は、話ができればというふうに思っています。

今日のみなさんのグループワークの結果はですね、こちらのほうで持ち帰って、また整理をして、それでまたみなさんにフィードバックをできるようにしていきたいと思います。

· 次回研究会の日程の調整

日時：平成18年12月12日（火）　午後7時から午後9時まで

場所：みえ県民交流センター　ミーティングルーム３、４

